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後援：SDGs 推進委員会

緊迫するガザ人道危機 !  緊急講演会

講師プロフィール：

2007 年 3 月、本学文理学部社会学科（経済学・国際関係論

コース）卒業。2012 年にパレスチナに渡航。その後 UAE で

の勤務のち、2016 年に日本の NGO、JVC（日本国際ボラン

ティアセンター）でパレスチナ事業担当として入職。2017 年

〜 2022 年の 5 年間、エルサレムに駐在しながら東エルサレ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

どなたでもご参加

いただけます！

講師 山村順子さん（開発コンサルタント）
やまむら よりこ

※申し込みは前日までに右の QR コードからお願いします。

　問い合わせ先：経済学専攻オフィス economics-office@gr.twcu.ac.jp

2022 年 8 月、ヨルダン川西岸地区のジェリコに近いベドウィンの村での巡回診療で。写真・本人提供

11 月 16 日（木）3 限（13:15-14:45）23101 教室

パレスチナ人道危機の背景

　〜イスラエル占領・軍事封鎖下で生きるとは

11 月 17 日（金）3 限（13:15-14:45）23101 教室

国際協力を仕事にするということ

　〜イスラエル占領下のパレスチナで想うこと
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ム、そしてガザの難民キャンプを中心とする支援活動に従事 ( 東

エルサレムは地域保健、青少年や女性のエンパワメント、ガザ

は子どもの栄養改善等 )。2022 年の 8 月は北海道パレスチナ

医療奉仕団のメンバーとして、ガザを含むパレスチナでの巡回

診療支援に携わる。現在は開発コンサルタントとして、パレス

チナとの仕事を続けている。


